
昇格者や新入団員な
どに辞令を交付。ま
た、新入団員を対象
に講習会を実施して
います。

基本動作を迅速・的
確に行えるかを競う
大会。分団一丸とな
って、優勝を目指し
ます。

消防本部や消防署、
消防団などによる分
列行進の他、一斉放
水を行い、防火・防
災への誓いを新たに
します。

消防団活動の集大成
として、団員が訓練
の成果を披露。消防
団・団員などへの表
彰も行われます。

　火災や大規模災害発生時などに、地域を守るため活動する消防団。
今回の特集では、消防署職員と協力して消火・救助活動を行う、消防
団の活動内容や団員たちの思いなどについて紹介します。詳しいこと
は、消防本部総務課（89－9576）へお問い合わせください。

　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ

て
い
る
消
防
機
関
で
す
。
地
域
に
密
着

し
て
活
動
す
る
消
防
団
員
は
、
消
防
署

職
員
と
は
異
な
り
、
会
社
員
や
学
生
な

ど
の
本
業
の
傍
ら
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
火
災
発
生
件
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
令
和
4
年
1
月
か
ら
9
月
ま

で
の
火
災
発
生
件
数
は
41
件
、
昨
年
の

同
時
期
の
26
件
と
比
べ
て
約
1.
6
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
発
す
る
自
然
災

害
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
す
る
中
で
必
要
な
の
は
、
一
人
一

人
が
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ

と
。
消
防
団
員
は
、
火
災
や
大
規
模
災

害
発
生
時
に
、
自
宅
や
職
場
な
ど
か
ら

現
場
に
駆
け
付
け
て
消
火
・
救
助
活
動

を
行
う
他
、
地
域
の
防
災
意
識
向
上
の

た
め
、
火
災
予
防
の
啓
発
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

日
時

令
和
5
年
1
月
7
日
（
土
）
午

前
9
時
30
分
か
ら

会
場

自
衛
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
予
定
）

対
象

市
内
に
在
住
の
小
学
生
（
保
護

者
同
伴
）

定
員

16
人

申
込

11
月
1
日
か
ら
25
日
ま
で
、
電

話
で
、
消
防
本
部
総
務
課
（
89
局

9
5
7
6
番
）
へ
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
、
新
規
の
方
を
優
先
の
上
、
抽

選
。
12
月
2
日
（
金
）
ま
で
に
、
当
選

者
だ
け
連
絡
し
ま
す

そ
の
他　

当
選
者
の
受
付
番
号
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
受
付

番
号
は
申
込
時
に
お
伝
え
し
ま
す

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

消
防
出
初
式
で
消
防
車
に

　

乗
っ
て
行
進
す
る
小
学
生
を

               
募
集
し
て
い
ま
す
！

地
域
の
命
綱

地域の命綱 消防団

豊 川 市 消 防 団
　令和3年中には25件の火災現場に出動し、消火活動などを行いました。
地域で暮らしている経験を生かし、住民の安全安心を守るため、日々訓練
に励んでいます。

消防車に乗ることができる
数少ない機会です！

分団数 8方面隊26分団
団員数 606人（うち女性団員3人、20歳以下の団員3人）
平均年齢 34.8歳
過去5年間の年間平均出動件数 23件
※分団数・団員数・平均年齢は、令和4年4月1日現在。

4 月 辞令交付式 9月 操法大会

1月 消防出初式 3月 消防団観閲式

特集

主な年間行事

特 集

消防団の活動内容

消
防
団

火災が発生すると、その地域の分
団に所属する団員は現場に急行
し、消防署職員と協力して消火活
動などを行います。

消防団員のほとんどは本業がある
ため、仕事の後や休日を利用して
水防訓練やポンプ操法の訓練など
に取り組みます。

夜警や地域の防災イベントなどを
通して火災予防の啓発を行い、地
域の防災意識の向上に努めていま
す。

出動 訓練 啓発
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自
分
の
住
む
地
域
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
入
団
し
、
10
年
以
上
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
近
年
多
発
し
て

い
る
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
全
国

各
地
に
お
い
て
多
く
の
消
防
団
員
が
住

民
の
避
難
支
援
、
被
災
者
の
救
出
や
救

助
活
動
で
活
躍
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。
地
域
で
暮
ら
し
、
そ
の
地
域
の

特
性
を
知
っ
て
い
る
消
防
団
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

火
災
現
場
で
は
、
地
域
の
方
か
ら
感

謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
消
防
団

が
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
を
中
心
に
地
域
の
防
災
力
を

よ
り
高
め
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
活

動
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
維
持

し
、
地
域
全
体
で
防
災
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
、
消
防
団
の
活
動
に
ご
理

解
と
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

消
防
団
と
消
防
署
の
関
係
は
、
「
両

翼
の
翼
」
。
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
、
円

滑
な
消
火
活
動
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

特
に
、
林
野
火
災
な
ど
、
消
火
に
多
く

の
人
員
が
求
め
ら
れ
る
現
場
で
は
、
消

防
団
の
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
ま

た
、
消
防
署
職
員
は
鎮
火
後
、
次
の
災

害
に
備
え
て
消
防
署
に
戻
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
長
く
現
場
に
留
ま
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
消
防
団
は
、

鎮
火
後
の
残
火
処
理
や
現
場
の
監
視
な

ど
、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
が
進
み
、
隣
近
所
と
の
関

係
が
よ
り
希
薄
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

「
あ
の
家
に
は
足
が
不
自
由
な
高
齢
者

が
い
る
」
な
ど
、
地
元
を
熟
知
し
た
消

防
団
の
存
在
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大

規
模
災
害
に
加
え
、
建
物
火
災
な
ど
、

常
に
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
消
防

団
と
消
防
署
で
合
同
訓
練
を
行
う
こ
と

で
連
携
を
密
に
し
、
地
域
防
災
力
の
さ

ら
な
る
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

地域との
信頼関係が
大切です

消防団 PR動画を制作しました

地域の命綱 消防団

■消防団員

■消防団応援事業所

特集

豊川市消防団長
小野 英樹さん

消防団は
地域防災力の
要です

消防署長
伊藤 正人

動画はこちら

　

父
や
地
元
の
先
輩
が
入
団
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
消
防
団
は
昔
か
ら
身
近

な
存
在
で
し
た
。
3
年
前
、
先
輩
に
誘

わ
れ
て
入
団
。
昨
年
の
火
災
で
は
、
初

め
て
先
頭
で
消
火
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
緊
張
し
ま
し
た
が
、
頼
も
し
い
分

団
長
や
仲
間
の
支
え
も
あ
り
、
落
ち
着

い
て
消
火
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
8
月
、
愛
知
県
消
防
操

法
大
会
の
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
、
牛

久
保
分
団
が
豊
川
市
代
表
と
し
て
出

場
。
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
大
会
の
数

カ
月
前
か
ら
毎
日
2
時
間
程
度
練
習
し

ま
し
た
。
分
団
一
丸
と
な
っ
て
挑
み
、

結
果
は
7
位
入
賞
。
優
勝
を
目
指
し
て

い
た
の
で
悔
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
貴

重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
訓
練
に
励
み
、
地
域
の
安
全
を
守
り

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

頼
れ
る
仲
間
と

　
　
　
　

貴
重
な
経
験
を

牛久保分団
内藤 喜寛さん

桜町分団
秋山 美緒さん

登録事業所表示標

3
年
前
、
元
消
防
団
員
の
上
司
に
誘

わ
れ
て
、
消
防
団
が
行
う
訓
練
の
見
学

に
行
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ス
で
放
水
し
て

い
る
団
員
の
姿
を
見
て
、
「
か
っ
こ
い

い
」
と
感
じ
た
の
が
入
団
の
き
っ
か
け

で
す
。
活
動
に
対
し
て
職
場
の
理
解
が

あ
り
、
火
災
発
生
メ
ー
ル
が
届
く
と

「
行
っ
て
お
い
で
」
と
言
っ
て
く
れ
、

あ
り
が
た
い
で
す
。

　

私
が
昔
住
ん
で
い
た
県
外
の
地
域
で

は
、
消
防
団
の
活
動
が
あ
ま
り
活
発
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
行
っ
て

い
る
月
2
回
の
夜
警
で
は
、
子
ど
も
が

消
防
車
に
手
を
振
っ
て
く
れ
る
な
ど
、

豊
川
市
は
消
防
団
が
地
域
に
溶
け
込
ん

で
い
る
と
感
じ
ま
す
。
覚
え
る
こ
と
が

多
く
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
普

段
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
明
る
い
雰
囲
気

で
す
。
皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
変
だ
け
ど

　
　
　
　
「
か
っ
こ
い
い
」
！

　出演者は全員、現役の消防団員。災害現場での活動内容を紹介して
います。ぜひご覧ください！

合同訓練の様子。消防団員として必
要とされる知識や技術の向上に努め
ています。

従業員の消防団活動への配慮や消防
団員の確保を行う事業所を「消防団
協力事業所」に認定。

　非常勤特別職の公務員として、火災の消火や予防、人命救助の技術
を身につけ、地域の安全を守るため活動する消防団員を募集していま
す。
対象　次の全てに該当する方①18歳以上で健康②市内に在住、または
在勤
待遇　団員階級に応じた報酬、出動報酬、公務災害補償、被服の貸
与、退職報償金制度、表彰制度
その他　詳しいことは、電話で、消防本部総務課（89－9576）へ

　まちの安全安心を守る消防団員を地域を挙げて応援するため、消防団員に対し、割引などのサービ
スを提供する「消防団応援事業所」を募集しています。
対象　市内に店舗などを有する事業所
申込　随時受付。申込書を、直接、郵送（〒442－8601諏訪1丁目1）、または
FAX（89－9523）で、消防本部総務課（北庁舎5階）へ。申込書は、消防本部
総務課にあります（市ホームページからダウンロード可）
その他　提供するサービスの内容は、自由に設定できます。応援事業所の情報
は、市ホームページなどで紹介しています

募 集
私たちと一緒に

地域を守るヒーローに
なりましょう！！
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自
分
の
住
む
地
域
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
入
団
し
、
10
年
以
上
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
近
年
多
発
し
て

い
る
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
全
国

各
地
に
お
い
て
多
く
の
消
防
団
員
が
住

民
の
避
難
支
援
、
被
災
者
の
救
出
や
救

助
活
動
で
活
躍
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。
地
域
で
暮
ら
し
、
そ
の
地
域
の

特
性
を
知
っ
て
い
る
消
防
団
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

火
災
現
場
で
は
、
地
域
の
方
か
ら
感

謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
消
防
団

が
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
を
中
心
に
地
域
の
防
災
力
を

よ
り
高
め
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
活

動
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
維
持

し
、
地
域
全
体
で
防
災
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
、
消
防
団
の
活
動
に
ご
理

解
と
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

消
防
団
と
消
防
署
の
関
係
は
、
「
両

翼
の
翼
」
。
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
、
円

滑
な
消
火
活
動
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

特
に
、
林
野
火
災
な
ど
、
消
火
に
多
く

の
人
員
が
求
め
ら
れ
る
現
場
で
は
、
消

防
団
の
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
ま

た
、
消
防
署
職
員
は
鎮
火
後
、
次
の
災

害
に
備
え
て
消
防
署
に
戻
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
長
く
現
場
に
留
ま
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
消
防
団
は
、

鎮
火
後
の
残
火
処
理
や
現
場
の
監
視
な

ど
、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
が
進
み
、
隣
近
所
と
の
関

係
が
よ
り
希
薄
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

「
あ
の
家
に
は
足
が
不
自
由
な
高
齢
者

が
い
る
」
な
ど
、
地
元
を
熟
知
し
た
消

防
団
の
存
在
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大

規
模
災
害
に
加
え
、
建
物
火
災
な
ど
、

常
に
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
消
防

団
と
消
防
署
で
合
同
訓
練
を
行
う
こ
と

で
連
携
を
密
に
し
、
地
域
防
災
力
の
さ

ら
な
る
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

地域との
信頼関係が
大切です

消防団 PR動画を制作しました

地域の命綱 消防団

■消防団員

■消防団応援事業所

特集

豊川市消防団長
小野 英樹さん

消防団は
地域防災力の
要です

消防署長
伊藤 正人

動画はこちら

　

父
や
地
元
の
先
輩
が
入
団
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
消
防
団
は
昔
か
ら
身
近

な
存
在
で
し
た
。
3
年
前
、
先
輩
に
誘

わ
れ
て
入
団
。
昨
年
の
火
災
で
は
、
初

め
て
先
頭
で
消
火
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
緊
張
し
ま
し
た
が
、
頼
も
し
い
分

団
長
や
仲
間
の
支
え
も
あ
り
、
落
ち
着

い
て
消
火
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
8
月
、
愛
知
県
消
防
操

法
大
会
の
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
、
牛

久
保
分
団
が
豊
川
市
代
表
と
し
て
出

場
。
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
大
会
の
数

カ
月
前
か
ら
毎
日
2
時
間
程
度
練
習
し

ま
し
た
。
分
団
一
丸
と
な
っ
て
挑
み
、

結
果
は
7
位
入
賞
。
優
勝
を
目
指
し
て

い
た
の
で
悔
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
貴

重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
訓
練
に
励
み
、
地
域
の
安
全
を
守
り

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

頼
れ
る
仲
間
と

　
　
　
　

貴
重
な
経
験
を

牛久保分団
内藤 喜寛さん

桜町分団
秋山 美緒さん

登録事業所表示標

3
年
前
、
元
消
防
団
員
の
上
司
に
誘

わ
れ
て
、
消
防
団
が
行
う
訓
練
の
見
学

に
行
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ス
で
放
水
し
て

い
る
団
員
の
姿
を
見
て
、
「
か
っ
こ
い

い
」
と
感
じ
た
の
が
入
団
の
き
っ
か
け

で
す
。
活
動
に
対
し
て
職
場
の
理
解
が

あ
り
、
火
災
発
生
メ
ー
ル
が
届
く
と

「
行
っ
て
お
い
で
」
と
言
っ
て
く
れ
、

あ
り
が
た
い
で
す
。

　

私
が
昔
住
ん
で
い
た
県
外
の
地
域
で

は
、
消
防
団
の
活
動
が
あ
ま
り
活
発
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
行
っ
て

い
る
月
2
回
の
夜
警
で
は
、
子
ど
も
が

消
防
車
に
手
を
振
っ
て
く
れ
る
な
ど
、

豊
川
市
は
消
防
団
が
地
域
に
溶
け
込
ん

で
い
る
と
感
じ
ま
す
。
覚
え
る
こ
と
が

多
く
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
普

段
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
明
る
い
雰
囲
気

で
す
。
皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
変
だ
け
ど

　
　
　
　
「
か
っ
こ
い
い
」
！

　出演者は全員、現役の消防団員。災害現場での活動内容を紹介して
います。ぜひご覧ください！

合同訓練の様子。消防団員として必
要とされる知識や技術の向上に努め
ています。

従業員の消防団活動への配慮や消防
団員の確保を行う事業所を「消防団
協力事業所」に認定。

　非常勤特別職の公務員として、火災の消火や予防、人命救助の技術
を身につけ、地域の安全を守るため活動する消防団員を募集していま
す。
対象　次の全てに該当する方①18歳以上で健康②市内に在住、または
在勤
待遇　団員階級に応じた報酬、出動報酬、公務災害補償、被服の貸
与、退職報償金制度、表彰制度
その他　詳しいことは、電話で、消防本部総務課（89－9576）へ

　まちの安全安心を守る消防団員を地域を挙げて応援するため、消防団員に対し、割引などのサービ
スを提供する「消防団応援事業所」を募集しています。
対象　市内に店舗などを有する事業所
申込　随時受付。申込書を、直接、郵送（〒442－8601諏訪1丁目1）、または
FAX（89－9523）で、消防本部総務課（北庁舎5階）へ。申込書は、消防本部
総務課にあります（市ホームページからダウンロード可）
その他　提供するサービスの内容は、自由に設定できます。応援事業所の情報
は、市ホームページなどで紹介しています

募 集
私たちと一緒に

地域を守るヒーローに
なりましょう！！
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